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〈
と
ち
ぎ「
食
」の
回
廊
〉で
め
ぐ
る「
お
い
し
さ
」「
楽
し
さ
」

「

見
る
」「

食
べ
る
」

「
体
験
す
る
」
宇
都
宮
と

 

栃
木
の
魅
力
再
発
見
！

　栃木の魅力って何だろう？ そう考えた時にまず浮かぶのが、
豊かな自然。「水がおいしい」「緑が美しい」「渓流がすてき」そ
んなほめ言葉が、次々に浮かびませんか？　豊かな自然があると
いうことは、おいしい食もあるということです。平成20年度から
栃木県が取り組んでいる〈とちぎ「食」の回廊〉事業のご紹介を
通じて、宇都宮と栃木の豊かな食文化に触れてください。

　
〈
と
ち
ぎ
「
食
」
の
回
廊
〉
は
、
栃
木
県
が

平
成
20
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
で
す
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
首
都
圏
の
『
食
』
の
オ

ア
シ
ス
と
ち
ぎ
」。「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
地

域
振
興
施
策
で
す
が
、
そ
こ
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
の
は
「
食
」
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

栃
木
県
農
政
部
農
村
振
興
課
の
阿
部
恒
久
副

主
幹
に
、
詳
し
い
内
容
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
栃
木
県
は
、
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
世
界

遺
産
『
日
光
の
社
寺
』
に
代
表
さ
れ
る
優
れ
た

歴
史
文
化
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
各
地
で
多
彩
な

農
産
物
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
県
内
各
地
域
の
お
い
し
い
『
食
』
と
景

観
や
歴
史
、
文
化
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
食
の

街
道
を
つ
く
り
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
〈
と
ち
ぎ

「
食
」
の
回
廊
〉
と
し
て
全
国
に
発
信
す
る
こ

と
で
、
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー

ト
し
た
の
で
す
」

　
「
食
の
街
道
」
は
、「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

地
域
の
農
産
物
や
特
産
物
、
歴
史
観
光
資
源
、

景
観
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
、

そ
れ
を
街
道
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
紹
介
し
た
も
の

で
す
。

　
「
街
道
」
ス
タ
イ
ル
を
と
る
こ
と
で
、
市
町
と

い
う
行
政
単
位
を
超
え
、
歴
史
や
文
化
、
習
俗

を
背
景
と
し
た
重
層
的
な
紹
介
が
で
き
ま
す
。

実
際
に
「
餃
子
の
街
宇
都
宮
ベ
ジ
フ
ル
街
道
」
以

外
の
９
街
道
は
、
い
ず
れ
も
複
数
の
市
町
に
ま
た

が
って
い
ま
す
。

　

で
は
、
事
業
の
狙
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
「
ひ
と
つ
に
は
、
県
外
に
対
す
る
情
報
発
信
。

栃
木
に
は
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
よ
、
と
い
う
こ
と
を
、
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

と
同
時
に
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
郷
土
の
魅
力

を
も
っ
と
掘
り
下
げ
て
知
って
い
た
だ
き
た
い
、
と

い
う
願
い
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
地

域
に
つ
い
て
、
案
外
知
ら
な
い
事
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
で
す
か
ら
、
ま
ず
自
分
の
地
域
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、
重
要
な
目

的
の
ひ
と
つ
で
す
」

　

阿
部
副
主
幹
は
「
見
る
」「
食
べ
る
」「
体
験

す
る
」
を
、〈
と
ち
ぎ
「
食
」
の
回
廊
〉
の
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
挙
げ
ま
す
。

　
「
地
域
の
魅
力
を
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
長
時
間
滞
在
し

て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
り
ま
す
」

　

観
光
に
来
た
人
が
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
１
カ
所
、

２
カ
所
を
見
て
帰
る
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の

名
所
を
巡
っ
た
り
、
休
憩
し
て
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
た
り
し
て
、
地
域
文
化
に
触
れ
ら
れ
る—

そ
ん
な
仕
掛
け
が
「
街
道
」
ス
タ
イ
ル
な
の
で
す
。

　

昨
年
か
ら
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
る
番
組

「
在
所
一
番
」
は
、こ
の〈
と
ち
ぎ
「
食
」
の
回
廊
〉

と
、
同
様
に
県
で
取
り
組
ん
で
い
る
〈
と
ち
ぎ
の

ふ
る
さ
と
田
園
風
景
百
選
〉
事
業
と
を
あ
わ
せ
て

紹
介
す
る
も
の
で
、
昨
年
５
回
放
送
し
、
今
年
も

同
じ
回
数
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
５
月
20
日
（
日
）

午
後
９
時
30
分
か
ら
「
た
か
は
ら
山
麓
水
街
道
」

を
放
送
予
定
）。

　
「〈
と
ち
ぎ
の
ふ
る
さ
と
田
園
風
景
百
選
〉
は
、

県
内
の
美
し
い
田
園
風
景
を
１
０
２
カ
所
選
ん
だ

も
の
で
す
。
単
に
景
色
が
美
し
い
、
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
歴
史
文
化
な
ど
地
域
の
魅
力
が
根
付

い
た
と
こ
ろ
を
選
び
、
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
」

　

同
番
組
で
は
、
地
域
を
電
気
自
動
車
で
巡
り

な
が
ら
、
特
色
あ
る
地
域
資
源
を
広
く
紹
介
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
旅
行
会
社
や
雑
誌
社
を

招
待
し
た
ツ
ア
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョン
な
ど
を
行
い
、
ツ

ア
ー
旅
行
に
街
道
を
組
み
込
ん
で
も
ら
う
な
ど
、

県
外
の
観
光
客
誘
致
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
い

い
ま
す
。

　
「
多
く
の
地
域
資
源
は
、
地
域
内
だ
け
で
知
ら

れ
て
い
る
、
比
較
的
マ
イ
ナ
ー
な
も
の
が
多
く
、

そ
う
し
た
も
の
に
こ
の
事
業
を
通
じ
て
光
を
当
て

る
こ
と
で
、
最
近
の
傾
向
で
あ
る
小
旅
行
、
家
族

ツ
ア
ー
な
ど
に
も
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」

　

５
月
22
日（
火
）
に
オ
ー
プ
ン
す
る
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
内
の
「
と
ち
ま
る
シ
ョッ
プ
」
で
も
、〈
と

ち
ぎ
「
食
」
の
回
廊
〉
を
Ｐ
Ｒ
し
、
よ
り
いっ
そ

う
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
と
め
て
行
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

最
後
に
、
現
在
行
な
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。
現
在
「
八
溝
そ
ば
街
道
」「
日

光
例
幣
使
そ
ば
街
道
」「
足
利
佐
野
め
ん
め
ん

街
道
」
の
３
街
道
で
、
そ
ば
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
行
な
っ
て
い
ま
す
（
６
月
30
日（
土
）ま
で
）。

集
め
た
ス
タ
ン
プ
の
数
で
さ
ま
ざ
ま
な
特
典
や
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

ま
た
全
街
道
で
「
と
ち
ぎ
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
（
８
月
末
日

ま
で
）。
栃
木
が
「
生
乳
生
産
量
本
州
１
位
」

で
あ
る
こ
と
、
県
内
全
域
で
フ
ル
ー
ツ
栽
培
が
盛

ん
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
材
料
で
作

ら
れ
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

の
趣
旨
で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
北
か

ら
南
ま
で
、
県
内
27
カ
所
の
施
設
で
、
３
つ
の
ス

タ
ン
プ
を
集
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
40
人

に
五
千
円
相
当
の
商
品
が
当
た
り
ま
す
。

　
「
歴
史
と
ロ
マ
ン
の
か
ん
ぴ
ょ
う
街
道
」
で
は

今
年
、
か
ん
ぴ
ょ
う
伝
来
３
０
０
年
と
い
う
こ
と

で
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
継
続
し

て
行
な
って
い
く
こ
と
で
、次
第
に
「
回
廊
」「
街

道
」
が
根
付
い
て
来
て
い
る
よ
う
で
す
。
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地
域
資
源
の
情
報
発
信
を
！

長
時
間
滞
在
で
、

よ
り
深
い
魅
力
発
見

テ
レ
ビ
、
旅
行
ツ
ア
ー
な
ど
で

ア
ピ
ー
ル

●問合せ
栃木県農政部
農村振興課

Tel. 028-623-2333

旧青木邸那須別邸（那須塩原市）

道の駅きつれがわ（さくら市）

山あげ祭（那須烏山市）

中禅寺湖(日光市)
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宇都宮「食の街道」推進協議会
会長　渡辺政行氏

（宇都宮商工会議所 常務理事）

い ちご栽 培 の
中心は、人気の
「とちおとめ」

糖度が高いブ
ランド「プ㆑ミ
アム 13」

「プ㆑ミアム７」
は厳選された宇
都宮ブランド

「珠玉の味」と
評価の高い「宇
都宮牛」

首都圏からの観
光客も増えてい
る「ろまんちっ
く村」

癒しスポット
「梵天の湯」

餃子の街
宇都宮

ベジフル街道
MAP

45 May  2012

全
国
的
な
ブ
ラ
ン
ド
「
餃
子
」
や
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
に
よ
る
カ
ク
テ
ル
、
旬

の
フ
ル
ー
ツ
や
野
菜
な
ど
、
多
彩
な
「
食
」
に
出

会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

意
外
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
宇
都
宮
市
は

農
業
地
域
で
も
あ
り
ま
す
。
い
ち
ご
、
ニ
ラ
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
、
ト
マ
ト
、
ナ
シ
な
ど
、
野
菜
や
フ
ル
ー

ツ
の
生
産
量
も
全
国
的
に
高
く
、
地
元
だ
け
で

な
く
首
都
圏
の
食
生
活
も
支
え
て
い
ま
す
。

宇
都
宮
は
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ナ
シ
の

産
地
で
す
。
７
月
の
「
ハ
ウ
ス
幸
水
」
か

ら
11
月
の
「
に
っ
こ
り
」
ま

で
、
５
カ
月
に
わ
た
っ
て
収

穫
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
宇

都
宮
の
ナ
シ
の「
幸
水
」「
豊

水
」
の
中
か
ら
、
特
に
形

が
よ
く
糖
度
の
高
い
も
の
を

「
プ
レ
ミ
ア
ム
13
」
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
し
て

い
ま
す
。
通
常
、
ナ
シ
の
糖

度
は
11
〜
12
で
す
が
、
こ
の

ブ
ラ
ン
ド
は
13
以
上
で
す
か

ら
、
か
な
り
甘
さ
が
際
立
っ

て
、
大
変
人
気
が
高
い
ブ
ラ

ン
ド
で
す
。

「
プ
レ
ミ
ア
ム
７
」
で
す
ね
。
特
に
形
が

よ
く
、
糖
度
が
７
以
上
の
ト
マ
ト
を
こ
の

ブ
ラ
ン
ド
で
認
め
て
い
ま
す
。
ト
マ
ト
は
夏
の
野

菜
で
す
が
、
宇
都
宮
で
は
ハ
ウ
ス
栽
培
な
ど
で
、

年
間
を
通
じ
て
栽
培
し
て
い
ま
す
。

餃
子
と
の
関
連
で
、
ニ
ラ
は
ず
い
ぶ
ん
周

知
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
意
外
な
も
の
に

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
う
つ
の
み
や
が

「
ア
ス
パ
ラ
リ
ン
」
の
名
前
で
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
お

り
、
次
第
に
注
目
度
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
太
く

て
品
質
の
良
い
も
の
が
多
い
の
で
、
首
都
圏
で
は

高
級
食
材
と
し
て
歓
迎
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

宇
都
宮
牛
ブ
ラ
ン
ド
も
、
銘
柄
牛
と
し
て
の
歴
史

も
古
く
、
フ
ァ
ン
が
多
い
「
食
」
で
す
。

「
食
」
と
の
関
わ
り
で
い
え
ば
、
農
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
で
も
あ
る
「
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
」

で
す
ね
。
見
て
、
体
験
し
て
、
味
わ
え
る
と
い
う

こ
と
で
、
県
外
か
ら
の
方
に
も
人
気
が
高
い
施
設

で
す
。
温
泉
施
設
も
あ
る
の
で
、
の
ん
び
り
骨

休
め
も
で
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
契
約
農
家
か
ら

毎
日
朝
採
り
さ
れ
る
新
鮮
野
菜
、
果
物
の
販
売

も
、
大
人
気
で
す
。

多
過
ぎ
て
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
例
え

ば
温
泉
で
言
え
ば
ほ
た
る
の
里
「
梵
天
の

湯
」。
羽
黒
山
の
近
く
に
あ
り
、
露
天
風
呂
や

砂
風
呂
、
サ
ウ
ナ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
お
風
呂
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョン
施
設
、ゆ
っ

く
り
休
む
こ
と
の
で
き
る
個
室
や
、
宴
会
の
で

き
る
大
広
間
な
ど
、
家
族
旅
行
か
ら
大
人
数
の

慰
安
旅
行
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
が
可
能
で

す
。

　

も
ち
ろ
ん
大
谷
寺

や
平
和
観
音
、
多
気

不
動
尊
、
飛
山
城
址

公
園
と
いっ
た
歴
史
ス

ポ
ッ
ト
、
宮
カ
フ
ェ
や

来
ら
っ
せ
な
ど
の
食
ス

ポ
ッ
ト
も
、
外
せ
ま

せ
ん
ね
。
と
に
か
く
、

ぜ
ひ
皆
さ
ん
で
誘
い

合
っ
て
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　〈とちぎ「食」の回廊〉を構成
する10の街道のうち、宇都宮
市エリアにあるのは「餃子の
街宇都宮ベジフル街道」（以
下「ベジフル街道」）。宮っ子
でも見落としがちな地域の魅
力を再発見できる、すてきな
街道です。その魅力、見どこ
ろ、味わいどころを、宇都宮

「食の街道」推進協議会の渡辺
政行会長に伺いました。

「
餃
子
の
街
宇
都
宮
ベ
ジ
フ
ル
街
道
」の

  

味
わ
い
ど
こ
ろ

宇
都
宮
は「
食
」の

魅
力
も
いっ
ぱ
い！
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U t s u n o m i y a  V e g e - F r u  R o a d
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鶴田駅鶴田駅

日光線日光線

西川田駅西川田駅

江曽島駅江曽島駅

東武宇都宮駅東武宇都宮駅

上河内スマート IC
上河内 SA
上河内スマート IC
上河内 SA

日光宇都宮道路日光宇都宮道路

宇都宮 IC宇都宮 IC

東
北
自
動
車
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東
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自
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道

宇都宮駅宇都宮駅

雀宮駅雀宮駅

白沢宿白沢宿

ほたるの里ほたるの里

ろまんちっく村ろまんちっく村

多
気
不
動
尊

多
気
不
動
尊

飛
山
城
址
公
園

飛
山
城
址
公
園

長岡百穴長岡百穴

平和観音平和観音

来らっせ本店来らっせ本店

二荒山神社二荒山神社

梵天の湯梵天の湯

宮カフェ宮カフェ

大谷寺大谷寺

羽黒山羽黒山

と
び
や
ま
歴
史
体
験
館

と
び
や
ま
歴
史
体
験
館

●問合せ
宇都宮「食の街道」

推進協議会
（宇都宮市農業振興課内）

Tel. 028-632-2843

「
ベ
ジ
フ
ル
街
道
」の
魅
力
を

 

ひ
と
こ
と
で
言
う
と
？

Ｑ.

ナ
シ
は
ど
ん
な
品
種
が

多
い
の
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ.
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で
は
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ.

他
に
お
す
す
め
は
、

ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

Ｑ.

他
に
は
ど
ん
な
食
材
が

あ
り
ま
す
か
？

Ｑ.

ト
マ
ト
に
も
ブ
ラ
ン
ド
品
が
あ
り
ま
す
か
？

Ｑ.



 特集 とちぎ「食」の回廊

 特集 とちぎ
「食」の
 回廊

佐野市

足利市

岩舟町
小山市

野木町

上三川町
真岡市

益子町

茂木町
市貝町

那須烏山市

大田原市

那須塩原市

那須町

塩谷町

さくら市

芳賀町

矢板市

栃木市

宇都宮市

高根沢町

　下野市

栃木
都賀
JCT

鹿沼 IC

宇都宮 IC

上河内 SA
スマート IC

矢板 IC

西那須野塩原 IC

黒磯
板室 IC

那須 IC

那須高原 SA
スマート IC

栃木 IC

岩舟
JCT

佐野
田沼 IC

壬生 IC

宇都宮上三川 IC

真岡 IC

湯西川

湯の香しおばら

明治の森・黒磯

那須高原友愛の森

那須野が原
博物館

東山道伊王野

那須野与一の郷

　ばとう

もてぎ

はが

にのみやしもつけ

思川

みぶ
にしかた

どまんなかたぬま

みかも 小山

宇都宮

「食の オアシス」とちぎを回ろう！
県内〈食の街道〉マップ

日本名水百選に選ばれた「尚仁沢湧水」。全国に誇
れるおいしい「水」で作られたコシヒカリや豆腐や地酒
などが魅力。水源となる高原山の美しい景観もおすす
めです。

〈とちぎ「食」の回廊〉の情報は、
インターネットでも下記アドレス
で公開されています。

http://www.agrinet.pref.tochigi.lg
.jp/tochigi_event/event.cgi

※検索サイトで「とちぎ食の回廊」と入力し
てみてください。

たかはら山麓水街道
矢板市・さくら市・塩谷町・高根沢町

日本名水百選に選ばれた
「尚仁沢湧水」

塩谷地域食の街道推進協議会
Tel.0287-43-1252

問合せ

世界遺産に登録された日光の社寺、日光杉並木、日
光国立公園の自然や温泉があります。地元産のそば
粉を利用した農村レストランやそば店が、数多くあるの
も魅力。

日光例幣使そば街道
日光市・鹿沼市・栃木市

鹿沼市常楽寺の、そばの花

日光例幣使そば街道推進協議会
Tel.０２８９-６２-５２３６

問合せ

那珂川の清流と八溝山地に属する緑豊かな里山が織
りなす美しい景観。この地域でとれるそばは良質で、こ
のそば粉で打った「八溝のそば」は絶品です。

八溝そば街道
那須烏山市・那珂川町・市貝町・茂木町

八溝の豊かな自然が生んだ、
香り高い「八溝のそば」

八溝そば街道推進協議会
Tel.０２８７-８３-１２３１

問合せ

アユの漁獲量日本一の那珂川。良質な水で生産され
る特色ある農産物。地元食材を使用したレストランや
観光やなの獲れたてのアユの塩焼きは格別です。

那珂川あゆ街道
大田原市・那須町

いきのいい獲れたてのアユを
ご賞味ください

那珂川あゆ街道推進協議会
Tel.０２８７-２３-８２９２

問合せ

全国一のかんぴょうの産地。かんぴょう料理や史跡、結
城紬の体験、直売所の新鮮野菜など、魅力あふれる街
道です。今年はかんぴょうが伝わって３００年記念の年
なので、さまざまなイベントも楽しめます。

歴史とロマンの
かんぴょう街道

壬生町・上三川町・下野市・小山市

日本料理には欠かせないかんぴょう

歴史とロマンのかんぴょう街道推進協議会
Tel.０２８２-２３-３４２５

問合せ

本州１位の生乳量を誇り、避暑地としても名高い那須
には、那須連山など豊かな自然、景勝地、温泉、宿
泊施設やテーマパークが多数あります。泊まってゆっく
り楽しんでください。

那須高原ミルク街道
那須塩原市・那須町

広大な自然の中で、
のびのび育てられる牛たち

那須高原ミルク街道推進協議会
Tel.０２８７-６２-７１４７

問合せ

県南を横断する国道 50号沿いには、交流施設、いち
ごやフルーツの観光農園も多数あります。１年間を通し
て楽しめる街道です。

とちぎ渡良瀬いちご・
フルーツ街道

足利市・佐野市・岩舟町・栃木市・小山市・野木町

観光農園で「食べて」「体験」
してください

とちぎ渡良瀬いちご・フルーツ街道推進協議会
Tel.０２８２-２３-３４２５

問合せ

日本最古の学校「足利学校」などを有する県南の観光
地。仙波や出流（いずる）そば・うどん・ポテト入り焼き
そば、それに佐野ラーメンといった多彩な麺が魅力です。

足利佐野めんめん街道
足利市・佐野市・栃木市

佐野の郷土料理「耳うどん」

足利佐野めんめん街道推進協議会
Tel.０２８３-２３-１４５５

問合せ

日本一のいちごの産地。いちご狩りや加工品の販売と
あわせて、ＳＬや益子焼き、芝ざくらなど、魅力あふれる
スポットが楽しめます。

いい芳賀いちご夢街道
真岡市・益子町・茂木町・市貝町・芳賀町

みずみずしいいちごを
味わってください

いい芳賀いちご夢街道協議会
Tel.０２８５-８２-４７２０

問合せ

たかはら
山麓水街道

那珂川
あゆ街道

八溝そば
街道

宇都宮
ベジフル街道

いい芳賀
いちご夢街道

歴史とロマンの
かんぴょう街道

足利佐野
めんめん街道

とちぎ渡良瀬
いちご・フルーツ街道

日光例幣使
そば街道

那須高原
ミルク街道

都賀 IC

「見る」「食べる」「体験する」宇都宮
と栃木の魅力再発見！

とちぎ食の回廊

は道の駅

検索

とちぎ「食」の回廊情報館ホームページ

やいた

県
内
の
＜
食
の
街
道
＞
は
、
全
部
で
10
街
道
。
宇
都
宮
以
外
に
も
、

楽
し
い
・
お
い
し
い
・
お
も
し
ろ
い
街
道
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
回
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

県
内
の〈
食
の
街
道
〉は
、全
部
で
10
街
道
。宇
都
宮
以
外
に
も
、

楽
し
い
・
お
い
し
い
・
お
も
し
ろ
い
街
道
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、回
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

鹿沼市

日光市

5.

5.

7.

1.

2.

3.

4.

6.

9.

8.

7.

3.4.

2.
6.

8.

1.

9.

那須塩原

那珂川町

足利 IC

壬生町
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女
性
部
だ
よ
り

　

第
30
回
通
常
総
会
を
４
月
26
日

（
木
）、
市
内
ホ
テ
ル
で
開
催
し
、

平
成
23
年
度
事
業
報
告
・
収
支
決

算
報
告
に
続
き
、
平
成
24
年
度
新

役
員
・
事
業
計
画
・
収
支
予
算
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。「
興
せ
！
宇
都

宮
を  

奮
え
！
宇
都
宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ 

自
ら

の
志
を
企
業
と
地
域
に
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
伴
靖
新
会
長

率
い
る
平
成
24
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
５
つ
の
委
員
会
が
、

主
に
次
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
全
国
大
会
企
画
委
員
会
」は
、

来
年
度
開
催
の
日
本
Ｙ
Ｅ
Ｇ
第
33

回
全
国
大
会「
と
ち
ぎ
宇
都
宮
大

会
」開
催
に
向
け
た
企
画
策
定
を
行

い
ま
す
。

　
「
事
業
推
進
委
員
会
」は
、
宇
都

　

東
京
商
工
会
議
所
で
３
月
16
日

（
金
）、
関
東
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
の
女
性
会
長
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
５
月
11
日（
金
）に
栃

木
県
で
開
催
さ
れ
る
当
連
合
会
総

会
栃
木
県
大
会（
主
管
：
足
利
）に

つ
い
て
の
説
明
が
な
さ
れ
、
足
利

商
工
会
議
所
女
性
会
の
家
富
会
長

か
ら
、
ぜ
ひ
と
も
栃
木
県
に
お
越

し
く
だ
さ
る
よ
う
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

当
連
合
会
に
加
盟
す
る
県
内
４

女
性
会（
足
利
・
宇
都
宮
・
日
光
・

小
山
）は
、
本
大
会
参
加
者
の
皆
さ

ま
に
と
っ
て
、
有
意
義
で
実
の
あ

る
大
会
と
な
る
よ
う
綿
密
な
会
議

等
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本

大
会
を
き
っ
か
け
に
、
魅
力
あ
る

栃
木
県
の
観
光
・
物
産
を
、
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

会
議
終
了
後
、
当
連
合
会
と
東

京
商
工
会
議
所
女
性
会
の
共
催
に

よ
る
講
演
会
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｅ
テ
レ「
に
ほ

ん
ご
で
あ
そ
ぼ
」の
総
合
指
導
や
多

数
の
テ
レ
ビ
番
組
の
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
明
治

大
学
文
学
部
教
授
の
齋
藤　

孝
先
生

（
専
門
：
教
育
学
、
身
体
論
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
）で
、「
人
間
関

係
を
作
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
」と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
の
講
演
は
、
時
に
は
体
操

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
飽
き
る
こ

と
の
な
い
非
常
に
興
味
深
い
内
容

で
し
た
。

　

私
も
含
め
従
業
員
等
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
重
要
性
に
つ
い

て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
大
変
有
意
義

な
講
演
会
で
し
た
。

　
　
　
　

    （
会
長  

福
田　

泰
子
）

宮
Ｙ
Ｅ
Ｇ
創
立
30
周
年
記
念
式
典

の
開
催
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
企
画
運
営
を
行

い
ま
す
。

　
「
地
域
交
流
委
員
会
」は
、
前
橋
・

宇
都
宮
・
水
戸（
Ｍ
Ｕ
Ｍ
）の
各
青

年
部
の
連
携
事
業
、「
う
つ
の
み
や

親
善
大
使
」の
関
連
事
業
等
の
企
画

運
営
を
行
い
ま
す
。

　
「
会
員
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
推
進
委
員

会
」は
、
入
会
希
望
者
の
窓
口
や
新

入
会
員
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
、
会
員

交
流
事
業
や
研
修
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
総
務
広
報
委
員
会
」は
、
広
報

誌
の
発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更

新
、
各
種
大
会
、「
宮
の
市
」等
に

対
応
し
ま
す
。

　

総
会
終
了
後
、
た
く
さ
ん
の
来

賓
の
方
々
を
交
え
て
の
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
、
温
か
い
激
励
を
多
数

頂
戴
し
、
今
年
度
の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
へ

の
意
気
込
み
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
私
た
ち
青
年
部
は
、

地
域
を
支
え
る
青
年
経
済
人
と
し

て
、
次
代
へ
の
先
導
者
と
し
て
の
気

概
を
持
っ
て
、
積
極
的
に
活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
広
報
委
員
会

                
副
委
員
長  

矢
嶋   

史
朗
）

関
東
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
の
女
性
会
長
会
議
に
参
加

女
性
部
だ
よ
り

第
30
回
通
常
総
会
を
開
催

青
年
部
だ
よ
り

金
属
製
品・機
械
器
具・関
連
業
種

商
談
会
の
発
注
企
業
を
募
集
し
ま
す
！

ザ
・
商
談
！
し
・
ご
・
と
発
掘
市
（
工
業
版
）

　

本
商
談
会
は
、
発
注
企
業
が
事

前
に
発
注
案
件
を
提
示
し
、
そ
の

案
件
に
対
応
可
能
な
受
注
希
望
企

業
が
商
談
を
申
し
込
む
逆
見
本
市

形
式
の
商
談
会
で
す
。

　

今
回
は
、
東
京
商
工
会
議
所
を
主

管
と
す
る
24
商
工
会
議
所
が
主
催
、

東
京
都
が
共
催
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

〈
本
商
談
会
の
メ
リ
ッ
ト
〉

①
関
東
を
中
心
と
し
た
広
い
地
域

か
ら
パ
ー
ト
ナ
ー
発
掘
が
可
能
。

②
事
前
に
、
発
注
企
業
が
商
談
希

望
企
業
を
決
め
る
た
め
、
精
度
の

高
い
商
談
が
行
え
ま
す
。

③
発
注
企
業
か
ら
受
注
希
望
企
業

に
対
し
て
逆
指
名
商
談
も
可
能
。

〈
募
集
概
要
〉

【
開
催
日
時
】

10
月
26
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

【
会
場
】 

東
京
商
工
会
議
所

（
千
代
田
区
丸
の
内
３-

２-

２
）

【
参
加
費
】  

無
料

【
商
談
テ
ー
マ
】　

金
属
製
品
、
機
械
器
具
、
関
連
業
種

（
加
工
・
組
立
・
試
作
・
供
給
）、

樹
脂
成
型
・
加
工

【
参
加
対
象
】  

商
談
テ
ー
マ
に
沿
っ

た
具
体
的
な
発
注
案
件
を
提
示
で
き

る
企
業

【
募
集
企
業
数
】  

35
社

【
申
込
締
切
】  

８
月
13
日（
月
）

【
そ
の
他
】

受
注
希
望
企
業
の
募
集
は
、
6
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
は
お
気
軽

に
当
所
ま
た
は
、
東
京
商
工
会
議
所

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

意気込みを新たにする、平成２４年度新役員

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
ｅ-

天
地
人
」

　

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン「
ｅ-

天
地
人
」

を
、
月
2
回（
5
日
・
20
日
）配
信

し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
地
域
の
経
済
ニ
ュ
ー
ス

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
経
済
・
経
営

に
関
す
る
最
新
の
お
役
立
ち
情
報
、

商
工
会
議
所
事
業（
セ
ミ
ナ
ー
、
講

習
会
、
各
種
検
定
試
験
の
情
報
な

ど
）の
ご
案
内
な
ど
で
す
。

　

購
読
は
無
料
で
す（
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
料
や
回
線
使
用
料
は

各
自
ご
負
担
く
だ
さ
い
）。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
ご
登
録
後
の「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

変
更
」「
配
信
停
止
」に
つ
い
て
は
、

お
手
数
で
す
が
当
所
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

ご
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

平
成
24
年
度
会
費
の
納
入

　

当
所
の
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
５

月
1
日（
火
）に
指
定
口
座
か
ら
納

入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
都

合
で
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
方
に

は
、
５
月
21
日（
月
）に
再
度
、
口

座
振
替
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
振
込
送
金
を
ご
利
用
の

方
は
、
す
で
に
送
付
し
て
あ
り
ま

す
当
所
指
定
の「
納
入
通

知
書
」に
よ
り
、
期
日［
５

月
21
日（
月
）］ま
で
の
納

入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
を
ご

利
用
の
方
で
、
領
収
書
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
面

倒
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
総
務
部
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
す
で
に
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
平
成
24
年
度

に
つ
き
ま
し
て
も
発
行
し
ま
す
。

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

東
京
商
工
会
議
所 

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
セ
ン
タ
ー

☎
0
3-

3
2
8
3-

7
8
0
4

問合せ

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

発掘市で商談する様子
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う
つ
の
み
や
産
学
官
連
携
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

本
講
座
は
、
簿
記
の
基
本
か
ら

日
商
簿
記
検
定
試
験
３
級
程
度
の

内
容
で
、
簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ

方
や
、
実
務
に
役
立
て
た
い
方
に

お
す
す
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】  

６
月
５
日（
火
）
〜
10
月
５
日（
金
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分　

原
則
毎
週
火
・
金
曜
日　

【
講
義
回
数
】  

34
回（
予
定
）

【
会
場
】  

当
所
大
会
議
室

【
講
師
】  

栃
木
県
立
宇
都
宮
商
業
高

等
学
校
教
諭

【
受
講
料
】  

１
万
２
千
円（
テ
キ
ス

ト
代
含
む
）

【
定
員
】  

50
人（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

【
受
講
資
格
】  

市
内
在
住
ま
た
は
、

市
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
方（
学

生
は
除
く
）。

【
申
込
】  

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
、
当
所

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
申

込
書
はhttp://w

w
w

.u-cci.or.jp

か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

【
申
込
期
間
】  

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

初
級
簿
記
講
座

商
業
簿
記
の
基
本
か
ら
日
商
簿
記
３
級
程
度
ま
で

経
営
支
援
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム
の

加
盟
店
舗
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム

　

共
通
駐
車
券
シ
ス
テ
ム
は
、
店

舗
ご
と
に
共
通
駐
車
券
を
ご
購
入

い
た
だ
き
、
お
買
い
物
や
ご
飲
食

な
ど
を
さ
れ
た
お
客
様
に
券
を
お

渡
し
し
て
、
お
客
様
の
駐
車
料
金

に
ご
利
用
い
た
だ
く
サ
ー
ビ
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。　

　

共
通
駐
車
券
の
種
類
は
1
0
0

円
券
と
1
5
0
円
券
で
、
一
冊（
20

枚
つ
づ
り
）か
ら
の
販
売
と
な
り
ま

す
。

　

中
心
部
で
の
お
買
い
物
な
ど
に

便
利
な
シ
ス
テ
ム
加
盟
駐
車
場
で
、

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
加
盟
駐
車
場
も
あ
わ
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

加
盟
店
舗
お
よ
び
加
盟
駐
車
場
に

つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

h
ttp

://w
w

w
.u

-c
c

i.o
r.jp

/
kassei/index.htm

l

宇
都
宮
市
中
心
商
店
街
連
合
会

（
地
域
振
興
部
内
）

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

システム加盟駐車場

店 舗

料金システムの流れ

車
を
停
め
る

駐
車
券
を

使
い
値
引
き

駐
車
券
を

渡
す

お
買
物

お客様

宇
都
宮
雷
都
物
語

　

統
一
ブ
ラ
ン
ド「
宇
都
宮
雷
都
物

語
」の
創
設
に
か
け
る
企
業
の
熱
意

を
、
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
、
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し

て
い
く
過
程
や
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
盛
り
込
ん
だ

小
説
で
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

取
扱
店
：
東
武
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

（
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
５
階
）、
紀

伊
國
屋
書
店（
宇
都
宮
パ
ル
コ
８
階
）

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

宮の商人伝「雷様のたまご」
（税込700円）

「
雷
都
物
語
」ブ
ラ
ン
ド

創
設
を
小
説
化
！

｢

う
つ
の
み
や
マ
ッ
プ｣

で
は
、
バ
ナ
ー
広
告 

・
テ
キ
ス
ト
広
告 

・ 

企
業
情
報
・
新
着
情
報
を
募
集
中
！

地
域
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト｢

う
つ
の
み
や
マ
ッ
プ｣

12

3

｢うつのみやマップ｣トップページ　
http://www.utsunomiya-map.com

A

B

E

C

宇都宮エリア地域情報ポータルサイト｢うつのみやマップ｣

　｢宇都宮の暮らしをもっと便利に！　もっと人々の交流を！｣をコンセプトに設立され
た、宇都宮を中心とした地域情報ポータルサイトです。
　最大の特徴は、地図をベースに情報発信されていること！ 生活に役立つ行政情報か
ら名店の紹介や企業情報まで、広い分野のタウン情報を掲載しています。

さまざまな情報が地図になった！ ２30 種類の情報マップを掲載

　店舗・施設・企業などのさまざまな情報が、地図と一体となって紹介されています。
その数なんと 22,600 件！

季節 ・ テーマごとの特集やニュース

　｢うつのみやマップ｣では、季節・テーマごとの特集やイベント情報、地域に密着した
ニュースを毎日配信しています。

「うつのみやマップ」は、宇都宮のさまざまな
  情報を配信しているホームページです。

　

 

当
所
・
下
野
新
聞
社
・
第
一
測
工

㈱
の
３
者
共
同
運
営
に
よ
る
、
地
域

情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト｢

う
つ
の
み

や
マ
ッ
プ｣

で
は
、地
図
を
ベ
ー
ス
に

行
政
関
連
情
報
・
暮
ら
し
情
報
・
民

間
企
業
情
報
な
ど
幅
広
い
分
野
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
や

季
節
・
テ
ー
マ
ご
と
の
特
集
な
ど
も

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
現
在
、
①
バ
ナ
ー
広
告
・
テ

キ
ス
ト
広
告
（
有
料
）  

②
企
業
情

報
（
無
料
）  

③
新
着
情
報
（
無
料
）

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
企
業
や

店
舗
の
Ｐ
Ｒ
ツ
ー
ル
と
し
て
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

　 

バ
ナ
ー
広
告
・
テ
キ
ス
ト
広
告 

      （
有
料
）

宇
都
宮
を
中
心
に
活
動
さ
れ
る
広

告
主
様
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
果
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
可
能
で
す
。

　  

企
業
情
報（
無
料
）

企
業
名
・
店
名
、
ジ
ャ
ン
ル
、
住
所
、

電
話
番
号
、
営
業
時
間
、
定
休
日
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
、
地
図

情
報
（
会
員
特
典
）、
企
業
Ｐ
Ｒ
文

（
1
0
0
字
以
内
）の
基
本
情
報

を
掲
載
し
ま
す
。

　  

新
着
情
報（
無
料
）

企
業
に
お
け
る「
イ
ベ
ン
ト
」「
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」「
オ
ー
プ
ン
情
報
」な
ど

の
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を
掲
載
し
ま

す
。（
1
0
0
字
以
内
）

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

（中面ページ）

E



法律・発明相談・知的財産権相談・産学交流カフェ・
中小企業支援ネットワーク経営相談・不動産鑑定相談

1213 May  2012

■中小企業支援ネットワーク経営相談 （毎月第1・3火曜日）
日　時 ５月15日、６月５日  午前9時～午後4時
内　容 経営革新、農商工連携、事業承継、事業再生などあらゆる経営課題
相談員 ネットワークアドバイザー（中小企業診断士）
問合せ 経営支援部

■産学交流カフェ
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 産学連携に関すること
相談員 宇都宮大学准教授、コーディネーター等 　
問合せ 地域振興部

■企業年金相談
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 企業年金、退職金制度導入、組み換えなど
相談員 栃木県ファイナンシャル・プランナーズ協同組合員
問合せ 総務部

■税務相談
相談日 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員 税理士　
問合せ 経営支援部

■個人情報保護法対策相談
内　容 個人情報の安全管理と社内整備、適法・不適法確認と
 　　　   改善策、漏えい賠償保険のリスク診断、有事の対応など
受付・回答   「個別相談」受付カードにより相談申込を受付、相談員を
　　　　 派遣またはFAX・電話で迅速に回答
相談員 協力保険会社9社のスタッフ・コンサルタント　
問合せ 総務部

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時 ６月12日  午後１時30分〜４時30分
受　付 午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、不渡手形の処理方法、
 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員 弁護士 
問合せ 経営支援部

■発明相談（毎月第1金曜日） 
　１日知財窓口（（毎月第3金曜日）
日　時 ５月11日・18日、６月１日  午後１時30分〜４時30分
受　付 午後１時〜４時
内　容 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員 弁理士 
問合せ 経営支援部

専 門 相 談

 無料の専門相談です。
各分野の専門家が、あなたの相談に応じます。

会場  法律・発明相談 ・ １日知財窓口・ 産学交流カフェ
　　  中小企業支援ネットワーク経営相談 は
　　  宇都宮商工会議所  ☎637-3131

宇
都
宮
市
の
中
心
商
業
地
に
新
規
出
店
す
る
と
、
補
助
が
受
け
ら
れ
る
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業
補
助
金

　

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進

事
業
に
よ
る
補
助
金
制
度
を
ご

存
知
で
す
か
？  

こ
の
制
度
は
、

宇
都
宮
市
の
中
心
商
業
地
に
あ

る
、
条
件
を
満
た
し
た
賃
貸
物

件
お
よ
び
大
谷
石
蔵
に
新
規
出

店
し
、
補
助
金
受
給
資
格
認
定

を
受
け
る
こ
と
で
、
内
装
改
装

費
や
家
賃
な
ど
一
部
費
用
に
対

し
て
補
助
が
受
け
ら
れ
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
出
店
を
計
画
さ
れ

て
い
る
方
、
詳
細
を
聞
き
た
い

方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

h
ttp

://w
w

w
.u

-cci.o
r.jp

/
finance/sinkisyutten.htm

l

〜
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
〜

【
日
時
】 

5
月
24
日（
木
） 

午
後
2
時
〜

（
1
時
間
程
度
）

【
会
場
】 

当
所
2
階 

大
会
議
室

宇
都
宮
市
商
工
振
興
課

☎
6
3
2-

2
4
3
4

問合せ

地
域
振
興
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

百目鬼通り

研
修
会・社
内
会
議
な
ど
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
！

　

当
所
で
は
、
会
員
お
よ
び
商
工

業
者
の
皆
さ
ま
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、

講
習
会
、
研
修
会
、
社
内
会
議
な

ど
を
開
催
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

貸
会
議
室
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

約
70
人
収
用（
教
室
型
）で
、
使

い
が
っ
て
の
よ
い
貸
会
議
室
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。総

務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

貸
会
議
室
の
ご
紹
介

約７０人収容（教室型）の貸会議室

収容人数

申込方法

駐車場

約70人（教室型）

貸会議室の概要

備    品

その他

机、椅子、マイク、黒板、
ホワイトボード、スクリーン

・公の秩序または善良な風俗を乱す恐れがあるとき
・施設または付属設備をき損し、または汚損する恐れがあるとき
・物品販売および展示、会員勧誘、またはこれに類似する恐れがあるとき
・政治的、宗教的活動にわたる恐れがあるとき　・その他管理上支障があるとき
・机等を移動させた場合は、現状復帰とする

・予約については、３カ月以内とさせていただきます。
・会議室の空き状況を電話でご確認の上、お申し込みください。
・申込書は、ご連絡いただければＦＡＸまたは郵送させていただきます。
※ホームページ（http://www.u-cci.or.jp/kaigisyo/cci08.html）から
  ダウンロードもできます
〈お申し込み先：　総務部　TEL 028-637-3131　FAX 028-634-8694〉

次の場合には使用をお断りし、また使用中であっても注意させていただきます。

※使用できるのは、平日の昼間のみです（夜間、土日祝祭日は使用できません）。 　※準備・片付けは使用時間に含みます。

貸会議室の使用時間・料金

使用時間区分 9:00～17:00

10,500円

15,750円

9:00～12:00

5,250円

8,400円

13:00～17:00

5,775円

9,450円

１日 午前 午後

会員料金

非会員料金

栃木県産業会館入居団体全体の駐車場となっており、多数のお客様がご
利用されますので、駐車出来ない場合があります。
公共交通機関をご利用いただくか、満車の場合は、近隣の有料駐車場を
ご利用ください。



※
１ 

直
接
ま
た
は
間
接
的
に
被
害（
風

評
被
害
、
計
画
停
電
、
自
粛
に
よ

る
被
害
等
は
含
ま
れ
な
い
）を
受

け
、
か
つ
、
公
的
機
関
の
発
行
す

る
罹
災
証
明
書
等
を
提
出
で
き
る

方
。
ま
た
、
小
規
模
事
業
者
再
建

支
援
方
針
等
に
沿
っ
て
事
業
を
行
う

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
現
在
返

済
中
の
マ
ル
経
の
借
替
は
、
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※
２ 

利
率
は
金
融
情
勢
に
よ
り
変
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
定
被
災

区
域
の
復
興
に
資
す
る
設
備
資
金

は
、
利
率
特
例
制
度
に
よ
り
利
率

が
低
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

（注）
取
扱
期
間
は
、
平
成
25
年
３
月
31

日（
日
本
政
策
金
融
公
庫
申
込
受

付
分
）ま
で
。

　

こ
の
融
資
制
度
は
、
小
規
模
事
業
者

が
経
営
や
技
術
の
改
善
を
図
る
た
め
、

無
担
保
・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資

が
受
け
ら
れ
る
国
の
特
別
貸
付
で
す
。

■
融
資
の
流
れ

※
お
申
し
込
み
か
ら
融
資
実
行
ま
で
に
、

約
３
週
間
〜
１
カ
月
程
度
か
か
り
ま

す
。

※
国
の
特
別
貸
付
な
の
で
、
日
本
政
策

金
融
公
庫（
国
民
生
活
事
業
）か
ら
貸

出
さ
れ
ま
す
。

※
審
査
の
結
果
、
ご
希
望
に
沿
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
ご
利
用
で
き
る
方

◎
従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業
等
は

20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は

５
人
以
下
の
方
。

※
事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の
役
員
を

除
き
ま
す（
法
人
役
員
の
家
族
従
業

員
は
従
業
員
と
み
な
し
ま
す
）。

◎
宇
都
宮
市
内
で
１
年
以
上
営
業
し
て

お
り
、
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を

６
カ
月
以
上
受
け
て
い
る
方
。

◎
所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業
税
、

住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）等
を
完

納
し
て
い
る
方
。

◎
日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活
事

業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

■
融
資
の
条
件

マ
ル
経
融
資

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

経
営
の
先
行
き
に
不
安
を

感
じ
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　

中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
は
、

中
小
企
業
の
事
業
再
生
に
向
け
た
取
り

組
み
を
支
援
す
る
た
め
都
道
府
県
ご
と

に
設
置
さ
れ
て
い
る
公
正
中
立
な
公
的

機
関
で
す
。

　

事
業
の
収
益
性
は
あ
る
が
、
財
務
上

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
中
小
企
業
を
対

象
に
、
き
め
細
か
い
経
営
相
談
・
再
生

支
援
を
行
い
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
6
1
0- 

4
1
1
0

経
営
支
援
部

☎
6
3
7- 

3
1
3
1

問合せ

ご
相
談

第一次対応第二次対応

再
生
の
可
能
性
あ
り

企
業
再
生

専
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る

窓
口
相
談

● 

財
務
諸
表
等
に
よ
り
現
状
分
析

● 

支
援
施
策
の
紹
介

● 

企
業
再
生
の
可
能
性
の
検
討

再
生
（
改
善
）計
画
の

策
定
支
援

● 

専
門
家
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援

● 

計
画
に
基
づ
く
資
金
調
達
の
支
援

● 

計
画
の
進
捗
状
況
の
サ
ポ
ー
ト

無
担
保
・
無
保
証
人
の
融
資
制
度
!!

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
ご
契
約
者
に
、

雷
都
物
語
い
ち
ご
ジ
ャ
ム
２
本
セ
ッ
ト 

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

商工会議所共済制度

談
相

談
相

推薦融
資
実
行

融資限度額 利 率 (※2)

運転資金
設備資金
１,５００万円 運転資金

７年以内
（うち据置１年以内）

設備資金
10年以内

（うち据置2年以内）

不　要

(           )信用保証協会の
保証も不要

運転資金
設備資金
１,0００万円

１.８５％
(平成2４年５月１日現在)

0.95％
(３年経過後１.８５％）
(平成2４年５月１日現在)

返済期間 担保・保証人

［別枠］東日本大震災による被害を受けられた方 (※1)

相 

談
・
申
し
込
み

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

1415 May  2012

商
工
会
議
所
共
済
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

当
所
で
は
５
・
６
月
に
ア
ク
サ
生

命
保
険
㈱
と
共
同
で
、
全
国
の
ベ

ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
、

栃
木
県
統
一
で
の
福
祉
制
度
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

商
工
会
議
所「
福
祉
制
度
」
は
、

経
営
者
や
役
員
の
皆
さ
ま
の
保
障

や
退
職
金
準
備
、
入
院
・
介
護
・

老
後
に
備
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
し
た
制
度
を
取
り
揃

え
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
当

所
職
員
お
よ
び
引

受
保
険
会
社
の
ア

ク
サ
生
命
保
険
㈱

の
社
員
が
お
伺
い

し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

※「
ベ
ス
ト
ウ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
」は
商
工
会
議

所
共
済
制
度
・
福
祉
制
度
の
普
及
・
推
進

を
目
的
と
し
て
全
国
各
地
の
商
工
会
議
所

お
よ
び
ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
い
る
組
織
で
す
。

【
取
扱
店
】

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社
　

宇
都
宮
営
業
所

〒
3
2
0-

0
8
1
5

宇
都
宮
市
中
河
原
町
3-

19　

宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ
ル

☎
0
2
8-

6
3
7-

7
6
7
0

【
生
命
保
険
引
受
保
険
会
社
】

ア
ク
サ
生
命
保
険
株
式
会
社

〒
1
0
8-

8
0
2
0

東
京
都
港
区
白
金
1-

17-

3

☎
0
3-
6
7
3
7-

7
7
7
7
（
代
表
）

【
問
合
せ
】

宇
都
宮
商
工
会
議
所  

総
務
部

〒
3
2
0-

0
8
0
6

宇
都
宮
市
中
央
3-

1-

4

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

総
務
部

☎
6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

　

5
月
の
ふ
れ
あ
い
共
済
等
振
替

日
は
、

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
準
備
い

5
月
22
日（
火
）

ふ
れ
あ
い
共
済
等 

口
座
振
替
日

た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

■ご契約の内容の変更や保険料の経理処理の取扱いには所定の要件があります。
■このご案内は各制度/保険商品の特長を記載しています。ご検討の際には、保険商品の引受保険会社であるアクサ生命が交付する「重要事項説明書（契約概要）」、「重要事項説明書（注意喚起情報・その他重要なお知らせ）」、「ご契約のしおり・約款」を必ず
ご覧ください。（普通傷害保険部分の引受保険会社はアクサ損害保険です。）
■保険料の経理処理は平成24年1月現在の税制に基づいております。今後税制が変更される可能性もありますのでご留意ください。また、個別の取扱等については、所轄の税務署等にご確認ください。
■生命共済制度・特定退職金共済制度・経営者年金共済制度の引受保険会社および引受割合など詳しくは商品パンフレットをご覧ください。

　　Form No.0T0579（8.0)  AXA-1203-0930/9F7　2012.04.02　　　　　　　　

●保険期間は1年で自動更新、役員・従業員の福利厚生制度にご活用いただけます。
●医師による診査は不要です。（告知のみでお申込みいただけます。）
●商工会議所独自の給付金（見舞金・祝金等）が付加されています。

役員および従業員の福利厚生制度にご活用いただけます。

アクサの「一生保障」の
終身保険

保険料長期割安型
[無配当終身保険（低払いもどし金特則付）]

アクサの「治療保障」の
がん保険

[ガン治療保険（無解約払いもどし金型）]

●毎月、定額の掛金を支払うことで、将来支払う退職金を計画的に準備できます。
●法律で定められた退職金支払いのための保全措置が講じられます。　（賃金の支払いの確保等に関する法律　昭和51年法律第34号）
●法人が従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。（法人税法施行令　第135条）

従業員の退職金準備にご活用いただけます。

●在任中は死亡保障として、勇退時は解約時の払いもどし金を利用した退職慰労金としてご活用いただけます。
●年金払移行特約を中途付加することで、ご契約の全部または一部を年金払に移行することができます。
●所定の要件により保険料の１／２が損金算入可能です。（全期払と短期払では保険料の経理処理が異なります。）
（「法人税基本通達9-3-5」、および「平成20年2月28日付課法23 課審5-18」）

役員･幹部社員の退職慰労金･弔慰金準備にご活用いただけます。

●「低払いもどし金特則」を付加することにより、割安な保険料で一生涯の保障を準備できます。
●在任中は死亡保障として、勇退時は解約時の払いもどし金を利用した退職慰労金としてご活用いただけます。
●年金払移行特約を中途付加することで、ご契約の全部または一部を年金払に移行することができます。

役員･幹部社員の退職慰労金･弔慰金準備にご活用いただけます。

●変化するガン治療に対応。「ガンを治すこと」をしっかり保障します。
●福利厚生の充実と財源確保に役立ちます。
●法人が役員・従業員のために負担した掛金は、全額損金に算入できます。（法人税基本通達9-3-5、9-3-6の2）

役員・従業員の福利厚生制度の財源確保にご活用いただけます。

●病気・ケガによる入院を一生涯保障します。　　　　　
●日帰り入院から1入院120日まで保障、通算1095日まで一生涯備えることができます。特約を付加することにより所定の生活習慣病による
   長期入院、所定の先進医療も保障します。
●経営者の方が病気・ケガにより入院された場合のリスクに備えることができます。

役員･従業員の入院保障と福利厚生制度の財源確保にご活用いただけます。



会員情報局

6,578

6,578

◎栃木県立博物館 ☎634-1311
企画展「戊辰戦争－慶応四年下野の戦場－」
6月10日（日）まで
親藩大名に囲まれた下野が、どのような経緯をたどり新政府側に
立ったのかを、地域に残された資料から探る。下野はいかにして
明治を迎えたか。
一般＝250円／大高生＝120円／中学生以下無料

◎宇都宮美術館 ☎643-0100
宇都宮美術館開館15周年記念

「カミーユ・ピサロと印象派　永遠の近代」
5月27日（日）まで
風景画を得意とした印象派の画家ピサロの油彩画、水彩画、版画
によってその生涯を振り返る。
一般＝1000円／大学生＝600円／高校生以下無料

◎栃木県立美術館 ☎621-3566
企画展「栃木に生きる－風土・ひと・芸術」
6月17日（日）まで
栃木県ゆかりの作家の作品、栃木の風土や人間を主題とした作品
約120点を展示。四季のめぐりの中での暮らしを体験できるよう
に展示した。
一般＝700円／大高生＝400円／中学生以下無料

1617 May  2012

「天地人」 広告の申し込み・問合せは
有限会社  レザール広告事務所

☎600-3047 5600-3048
有限会社  栃木広告社

☎639-1115 5639-1116

会員入会ご希望の方を
ご紹介ください

－がんばる経営をお手伝いします－
宇都宮商工会議所　総務部

☎ 637-3131 5634-8694

チラシ・カタログ展示
コーナーご案内

会員企業展示
コーナー設置

※ご希望の方は、総務部あてお電話でご
　連絡ください。
　申込書を FAX で送信します。

　
総
務
部

　
☎	

6
3
7-

3
1
3
1

	

6
3
4-

8
6
9
4

商工会議所入口でＰＲ

父
母
の
急
に
恋
し
き
五
月
病

齢
は
み
な
お
ん
な
じ
だ
っ
た
ク
ラ
ス
会

制
服
の
胸
へ
目
が
行
く
衣
替
え

〈
評
〉
仰
げ
ば
故
郷
と
同
じ
満
月
。

〈
評
〉
人
様
ざ
ま
に
過
ぎ
し
歳
月
。

〈
評
〉
言
葉
遣
い
も
日
々
妻
に
似
る
。

リ
ハ
ビ
リ
に
ペ
ダ
ル
を
漕
い
で
ご
用
聞
き

山
葵
田
に
山
葵
辛
さ
を
競
い
合
い

留
守
を
し
た
庭
に
も
春
は
来
て
く
れ
る

紅
梅
の
色
鮮
や
か
に
身
籠
れ
り

満
開
の
花
の
下
行
く
花
粉
症

四
月
馬
鹿
去
年
の
馬
鹿
を
思
い
出
し

就
活
の
顔
を
床
屋
に
任
せ
お
り

生
田
目
昭
夫

髙
田　

武
子

福
田　
　

弘

中
本
十
字
郎

宮
田　

チ
エ

鈴
木
芙
美
子

竹
沢　

貞
子

田
崎　

武
一

伊
東　
　

一

宮
田　
　

仁
（
無
職
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
自
営
業
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
主
婦
）

（
無
職
）

（
無
職
）

（
無
職
）

第
176
回
荒
井 

宗
明
選

問合せ

■
投
稿
先

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所

	

会
報
「
天
地
人
」

	

（
商
い
川
柳
）
係

	

〒
3
2
0–

0
8
0
6

	

宇
都
宮
市
中
央
3–

1–

4

	

5
6
3
4–

8
6
9
4

投
稿
対
象

会
報
「
天
地
人
」
読
者
（
会
員
に
限

り
ま
せ
ん
の
で
、
当
会
報
を
ご
覧
の

読
者
全
員
が
対
象
で
す
）

課
題

商
工
全
般
に
関
わ
る
川
柳

（
題
は
特
定
し
ま
せ
ん
）

要
領

①
毎
月
末
日
締
切

②
１
人
３
句
ま
で
、
住
所
・
氏
名
・

　

年
齢
・
職
業
（
事
業
所
名
）
を　

　

記
入
し
て
、
は
が
き
、
手
紙
、

　

Ｆ
A
Ｘ
に
よ
り
、
楷
書
で
投
稿

③
優
秀
作
品
を
年
間
表
彰

業種　 古道具販売
買い取り オーナー  荒井  正則さん

会員登録情報の変更について
ご変更がありましたらご一報ください！
　社名・支店名などの事業所名の変更、事業所または事務
所の移動による住所の変更、代表者または支店長の変更な
どが生じました場合には、総務部会員担当まで、ご連絡を
お願いします。

〈 問合せ〉　総務部 ☎６３７-３１３１

〈所在地〉宇都宮市岩曽町898-2
46028-666-0825

【営業時間】平日11:00〜19:00
土・日・祝日13:00〜19:00

【ブログ】http://araidougu.exblog.jp/

古道具あらい

　

家
具
、
食
器
、
時
計
、
小
型
家
電
な

ど
店
内
外
は
レ
ト
ロ
な
古
道
具
で
溢
れ
、

そ
こ
か
ら
自
分
好
み
の
逸
品
を
見
つ
け
出

す
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
。

　

古
道
具
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ト
ー
リ
ー

と
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。
古
道
具
が
も

つ
独
特
の
味
わ
い
を
い
か
し
、
レ
ト
ロ
モ

ダ
ン
な
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
、
あ
な
た
ら

し
い
空
間
を
演
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先 〒 320－0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係　E-Mail:info@u-cci.or.jp
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には使用しません。

　
『
映
画
秘
宝
』
誌
に
１
９
９
７
年
か
ら

２
０
０
６
年
ま
で
連
載
さ
れ
た
人
気
対
談

か
ら
の
ベ
ス
ト
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
内
容
は
、

気
鋭
の
映
画
評
論
家
２
人
が
観
て
感
動

し
た
映
画
の
紹
介—

な
ど
で
は
な
く
、

罵
詈
雑
言
の
数
々
で
す
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
か

ら
邦
画
ま
で
、
大
ヒ
ッ
ト
し
た
あ
の
映
画
、

こ
の
映
画
を
取
り
上
げ
、
片
端
か
ら
「
ダ

メ
映
画
」
の
烙
印
を
押
し
て
行
く
の
で
す

が
、
語
り
口
が
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
な
の

で
、
読
後
感
は
さ
わ
や
か
で
す
。
も
ち

ろ
ん
む
や
み
に
ケ
ナ
し
て
い
る
の
で
は
な

く
「
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
作
ら
な
く
て
は
ダ

メ
だ
！　

映
画
を
愛
さ
な
く
て
は
ダ
メ

だ
！
」
と
い
う
、
異
議
申
し
立
て
な
の

で
す
。「
儲
か
れ
ば
い
い
、
と
い
う
映
画

づ
く
り
は
も
う
た
く
さ
ん
！　

本
当
の

映
画
が
観
た
い
！
」
と
い
う
二
人
の
叫

び
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

『
ベ
ス
ト
・オ
ブ・
映
画
欠
席
裁
判
』

町
山
智
浩
・
柳
下
毅
一
郎［
著
］

文
春
文
庫

8
9
5
円
＋
税

A
～
H
の
文
字
を
並
べ
替
え
て
、あ
る
言
葉
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

〈
ヒ
ン
ト
〉 

日
本
で
も「
L
C
C
」の
運
行
が
本
格
的
に
始
ま
っ
て
…
こ
の「
L
C
C
」
っ
て
何
の
会
社
？

1.
2.
3.
5.
6.
7.
9.

12.
14.
16.
18.
20.
21.
22.

1.
4.
8.

10.
11.
13.
15.
17.
19.
20.
21.
23.
24.
25.

詩集「月に吠える」「青猫」などで知られる萩原○○○○○、5月11日が命日
政治家などが街頭でやってます「○○説法」
今、新たな財源として狙われている「○○○○○口座」。あなたの家にもある？
英語で「ソイソース」。この「ソイ」って日本語で言うと？
西郷隆盛の弟は西郷○○○○
プロではなく愛好家が楽しんで行う○○野球
魚の食いつきを知らせる釣り道具のひとつ
司会を職業にすること
今回の商談は意見の○○○○○が多く、結局ご破産に
我が家は○○○○○なので地震で倒壊の恐れがあるかも
よく言います。「○○より育ち」
宮崎駿監督のヒットアニメ「千と○○○の神隠し」
海岸や湖岸にできた砂堤
当選の可能性が薄くなると、集まった人々は○○の歯が抜けるように去る

「江戸っ子は○○○の鯉の吹き流し〜」などと
世界的フィルムメーカー○○○○もついに倒れ…
ギリギリの交渉の結果、やむなく○○○○の選択を強いられた
タタミオモテの材料の植物

「こんな商売やってりゃ○○○○○は付きものさ」などと
苦、酸、甘、辛、鹹（かん）、淡の六つの味を言います

「チャンチャラおかしくって、ヘソで○○を沸かすぜ」などと
双方が利益を得る○○○○○○の関係
彼の発言は実に○○に叶っているね

「君、そこまで身内の○○をさらさなくても…」
病院で入院する時などよく聞きます「○○○ベッド」
むかし西洋で紙の代わりに利用された羊の皮
占い師の必須アイテムのひとつ。透明の向こうに見えるものは…
マージャンであがりの時に叫ぶ言葉

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

メ
タ
ン
ハ
イ
ド
レ
ー
ト

● 

回
答
を
ハ
ガ
キ
、
ま
た
は
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

 

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の

 

図
書
カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

 

締
め
切
り
5
月
31
日
到
着
分
ま
で
。

 

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

24 25

11 12

「 不安」
人
間
は
誰
も
が
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
不
安
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
と

不
安
も
育
っ
て
し
ま
う
と
い
う
法
則
が
あ
り
ま
す
。

一
旦
、
不
安
か
ら
離
れ
て
、

ワ
ク
ワ
ク
す
る
方
に
向
か
う
。

自
分
の
中
で
グ
ル
グ
ル
し
て
い
る
世
界
か
ら

エ
イ
ヤ
と
飛
び
出
す
。

外
か
ら
見
た
不
安
で
あ
れ
ば

自
然
と
解
決
に
向
か
う
で
し
ょ
う
。

外
に
出
よ
う
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
方
へ
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　

１
９
７
５
年
熊
本
生
ま
れ
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
天

地
人
」
の
題
字
な
ど
を
揮
毫
。
日
テ
レ
「
世
界
一
受

け
た
い
授
業
」
な
ど
多
数
の
メ
デ
ィ
ア
出
演
。
著
書

に
作
品
集
『
た
の
し
か
』『
書
愉
道
』『
ひ
ら
く
言
葉
』

『
し
ょ
ぼ
ん
』、
新
刊
に
『
書
の
道
を
行
こ
う
〜
夢
を

か
な
え
る
双
雲
哲
学
〜
』『
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
ば
か
り
注

文
す
る
な
』
な
ど
が
あ
る
。

武
田  

双
雲 

／ 

た
け
だ・そ
う
う
ん

〈 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

〉



第77回

満開の桜並木と花見客。 道路両側には
露店が軒を連ねる

交通整理をする警官。信号に「ＧＯ進メ」とある

1819 May  2012

●ビジネススケジュール●　宇都宮商工会議所カレンダー 2012  5月〜   6月 皐月─水無月

五
月
十
五
日（
火
）　

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
田
舞
祭（
宇
都
宮
市
）

　
神
領
地
だ
っ
た
宇
都
宮
市
関
堀
町
堀
米
地

区
の
農
家
六
軒
が
、
世
襲
的
に
伝
承
し
て
き

た
田
楽
舞
。
演
じ
手
は
長
男
に
限
定
さ
れ
る
。

春
渡
祭
、
冬
渡
祭
の
際
も
奉
納
。
伝
統
と
格

式
が
感
じ
ら
れ
る
神
事
で
あ
る
。

五
月
十
七
日（
木
）～
十
八
日（
金
）　

日
光
東
照
宮
春
季
例
大
祭（
日
光
市
日
光
）

　
日
光
東
照
宮
の
数
あ
る
行
事
の
中
で
、
最
も

華
や
か
で
盛
大
な
の
が
十
八
日
に
行
わ
れ
る
百

物
揃
千
人
武
者
行
列
。
春
季
例
大
祭
の
中
心

と
な
る
も
の
で
、
秋
に
も
行
わ
れ
る
。
氏
子
た

ち
千
人
あ
ま
り
が
絢
爛
豪
華
な
衣
装
を
ま
と
い
、

二
荒
山
神
社
か
ら
御
旅
所
ま
で
練
り
歩
く
様
は

圧
巻
。
十
七
日
に
は
、
石
鳥
居
前
の
表
参
道

で
流
鏑
馬
が
奉
納
さ
れ
る
。

五
月
二
十
六
日（
土
） 

御
神
火
祭（
那
須
町
）

　
夜
、
暗
闇
の
中
を
白
装
束
に
身
を
固
め
た

氏
子
が
松
明
を
持
ち
那
須
温
泉
神
社
か
ら
殺

生
石
ま
で
を
行
列
す
る
。
五
穀
豊
穣
と
無
病

息
災
を
祈
願
す
る
行
事
。
九
尾
狐
太
鼓
も
披

露
さ
れ
る
。
雨
天
・
荒
天
の
場
合
は
中
止
。

五
月
二
十
七
日（
日
）　

今
市
田
植
祭（
日
光
市
今
市
）

　
今
市
小
林
地
内
の
水
田
で
行
わ
れ
る
。
日

光
市
無
形
文
化
財
の「
今
市
田
植
唄
」を
歌
い

な
が
ら
、
昔
な
が
ら
の
人
馬
に
よ
る
田
植
え

風
景
を
再
現
す
る
。
市
内
の
民
謡
グ
ル
ー
プ

「
民
謡
瑞
豊
会
」が
毎
年
主
宰
し
、
今
年
で

三
十
六
回
を
数
え
る
。

大
隊　

衛
戌
病
院
等
が
成
り　

翌

四
十
二
年
五
月
歩
兵
第
五
十
九
聯
隊

が
設
け
ら
れ
完
成
し
た　

大
正
八
年

シ
ベ
リ
ア
出
兵　

昭
和
二
年
満
州
守

備
次
で
同
十
六
年
以
降
大
東
亜
戦

争
出
陣　

常
に
豪
勇
部
隊
と
し
て
戦

史
を
飾
っ
た
が　

終
に
戦
後
廃
止
さ

れ
た　

こ
の
桜
通
り
は
師
団
設
置
後

　

初
め
て
設
け
ら
れ
て
軍
道
と
呼
ば

れ
た
が　

両
側
に
五
百
有
余
本
の
吉

野
桜
が
植
え
ら
れ
た
た
め　

や
が
て

桜
通
り
の
名
を
生
み　

じ
ら
い
五
十

有
余
年　

軍
都
の
誇
り
を
た
た
え
な

が
ら
花
の
名
所
と
う
た
わ
れ
た
が　

昭
和
三
十
八
年
伐
採
の
止
む
な
き
に

至
っ
た　

か
く
て
在
り
し
日
の
軍
靴

の
ひ
び
き
軍
馬
の
い
な
な
き
は
花
の

姿
と
共
に
遠
く
去
っ
て
武
夫（
も
の

の
ふ
）た
ち
の
思
出
多
い
夢
の
跡
の

み
と
な
っ
た　

感
慨
ま
さ
に
無
量

で
あ
る　

昭
和
三
十
九
年
十
月

一
日　

小
林
友
雄
撰　

葭
田
真

齋
書
」

　

由
緒
に
も
刻
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
、
軍
道
は
師
団
司

令
部
と
各
軍
事
施
設
を
結

ぶ
こ
と
を
目
的
に
建
設
さ

れ
た
も
の
だ
が
、
桜
の
季

節
に
な
れ
ば
県
下
有
数
の

「
花
の
名
所
」と
し
て
多

く
の
花
見
客
で
賑
わ
っ

た
。
一
九
三
二（
昭
和

七
）年
発
行
の『
宇
都
宮
読
本　

前

編
』（
宇
都
宮
市
小
学
校
連
合
研
究

会
）に
は「
軍
道
の
櫻
」と
い
う
項
目

が
設
け
ら
れ
、「
大
谷
街
道
と
の
交

差
点
で
非
常
な
雑
踏
を
極
め
て
い
る
。

ベ
ル
が
鳴
る
、
止
ま
れ
進
め
の
合
図

に
、
交
通
整
理
に
忙
し
い
警
官
は
、

殆
ど
休
み
な
く
活
動
を
続
け
て
い
る
」

「
囃
鳴
物
を
入
れ
た
仮
装
行
列
に
あ

う
。
そ
の
あ
と
か
ら
団
体
の
見
物
人

が
首
に
手
ぬ
ぐ
い
を
結
び
、
き
き
な

れ
な
い
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
す
ぎ

て
行
く
」な
ど
と
記
さ
れ
、
そ
の
喧

噪
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
夜

と
も
な
れ
ば
雪
洞
が
と
も
り
、
道
路

両
側
に
は
サ
ー
カ
ス
小
屋
や
よ
し
ず

掛
け
の
料
理
屋
座
敷
、
お
化
け
屋
敷

が
軒
を
連
ね
、
花
見
客
は
数
千
人
に

の
ぼっ
た
と
い
う
。

ありし日の軍道と花見客
　

桜
通
り
十
文
字
交
差
点
の
北
に

架
か
る
陸
橋
の
陰
に
、
忘
れ
か
け
ら

れ
た
一
基
の
碑
が
建
っ
て
い
る
。
御
影

石
に
刻
ま
れ
た
横
川
信
夫
知
事
揮

毫
に
よ
る「
桜
並
木
こ
こ
に
あ
り
き
」

の
碑
で
あ
る
。
そ
の
脇
に
は
、「
桜

通
り
由
緒
の
記
」と
し
て
次
の
文
章

が
刻
ま
れ
て
い
た
。
長
文
で
あ
る

が
、
そ
の
全
容
が
分
か
る
の
で
記
し

た
い
。「
宇
都
宮
第
十
四
師
団
は
明

治
四
十
一
年
三
月
歩
兵
第
六
十
六
聯

隊　

同
十
月
歩
兵
二
十
八
旅
団
司

令
部　

騎
兵
第
十
八
聯
隊　

野
砲

兵
第
二
十
聯
隊　

輜
重
兵
第
十
四



　

世
界
は
都
市
間
競
争
の
時
代
に
入
っ
た
と
言
わ

れ
る
。
世
界
経
済
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
今

や
海
外
に
閉
じ
た
国
民
経
済
が
互
い
に
競
争
す

る
時
代
で
は
な
い
。
世
界
中
か
ら
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
都
市
に
、
最
先
端

の
情
報
が
集
ま
り
、
新
し
い
市
場
や
新
産
業
の
種

が
生
ま
れ
、
そ
こ
が
国
民
経
済
全
体
の
リ
ー
ド

役
と
な
っ
て
い
く
。
逆
に
都
市
が
衰
退
す
れ
ば
一	

国
の
経
済
の
衰
退
に
つ
な
が
って
し
ま
う
。

　

日
本
の
都
市
を
み
る
と
、
世
界
最
大
の
人
口
を

要
す
る
首
都
圏
に
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
集
ま
り
、

他
の
地
方
都
市
を
圧
倒
的
に
リ
ー
ド
し
て
き
た
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
競
争
相
手
が
積
極
的
に
都
市

改
革
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
、
今
や
東
京
で

さ
え
ア
ジ
ア
の
中
で
地
盤
沈
下
し
つ
つ
あ
る
の
が

現
状
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
危
機
感
の
下
、
橋
下
徹
大
阪
市
長

は
大
阪
を
世
界
の
都
市
間
競
争
を
勝
ち
抜
け
る

都
市
に
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い
る
。
大
阪
が
日

本
の
一
地
方
都
市
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
日
本

と
言
わ
ず
世
界
の
企
業
を
呼
び
込
み
、
あ
る
い

は
地
場
で
新
た
な
産
業
集
積
を
つ
く
り
出
し
、

大
阪
経
済
の
地
盤
沈
下
を
食
い
止
め
て
再
生
で

き
る
か
、
こ
れ
か
ら
橋
下
市
長
の
手
腕
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
然
、
大
阪
の
競
争
相
手

は
東
京
だ
け
で
は
な
い
。
大
阪
に
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
を
引
き
付
け
る
た
め
に
は
、
上
海
や
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ソ
ウ
ル
と
いっ
た
ア
ジ
ア
の
大
都

市
と
の
競
争
に
勝
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

大
阪
の
課
題
は
、
札
幌
、
横
浜
、
名
古
屋
、

福
岡
な
ど
、
日
本
の
中
核
都
市
に
も
共
通
し
て

い
る
。
中
核
都
市
が
競
争
力
を
付
け
る
た
め
に

は
、
も
っ
と
都
市
に
権
限
と
財
源
を
与
え
、
各

都
市
が
自
ら
の
特
色
を
生
か
し
た
改
革
を
で
き

る
よ
う
な
制
度
設
計
が
必
要
で
あ
る
。
都
市
間

競
争
の
時
代
に
は
、
国
民
経
済
全
体
を
対
象
に

し
た
産
業
政
策
や
中
央
官
庁
主
導
の
縦
割
り
の

政
策
は
う
ま
く
機
能
し
な
い
。
都
市
を
再
生
し

日
本
経
済
に
活
力
を
与
え
る
た
め
に
、
今
こ
そ

地
方
分
権
へ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
全
て
の
大
都
市
が
「
都
」
に
な
る
必
然

性
は
な
く
、
一
国
多
制
度
の
下
で
、
そ
の
都
市
に

合
っ
た
形
態
を
選
択
す
れ
ば
い
い
。
広
域
連
携
も

そ
の
一つ
の
形
態
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
県
庁
所
在
地
な
ど
地
方
の
中
小
都
市

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
地
方
都
市
で
は
高
度
成
長

期
以
来
、
中
心
部
か
ら
郊
外
へ
無
秩
序
・
無
計

画
に
拡
散
し
て
い
く
ス
プ
ロ
ー
ル
現
象
が
続
い
て
き

た
。
こ
の
結
果
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
に
象
徴
さ
れ

る
既
存
の
市
街
地
の
衰
退
、
住
民
の
高
齢
化
に

伴
う
交
通
弱
者
の
増
加
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
・

維
持
の
財
政
負
担
の
増
加
な
ど
の
問
題
が
発
生

し
た
。
こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
ス
プ

ロ
ー
ル
化
を
抑
制
し
、
市
街
地
の
規
模
を
小
さ

く
保
ち
、
徒
歩
生
活
圏
を
つ
く
る
こ
と
で
市
街

地
を
活
性
化
し
、
住
み
や
す
い
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
を

つ
く
る
こ
と
を
目
指
す
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
発
想

が
生
ま
れ
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
に
新
た
な
視
点
を
付
け
加
え
る
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
病
院
や
介
護
施
設
な
ど
、
医
療
、

介
護
・
福
祉
イ
ン
フ
ラ
の
再
配
置
で
あ
る
。
高
齢

化
す
る
都
市
住
民
の
生
活
の
質
を
維
持
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
視
点
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
は
高
齢
者
に

配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
思
想
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
が
、
医
療
、
介
護
・
福
祉
施
設
イ
ン
フ
ラ
を

再
配
置
あ
る
い
は
集
積
し
、
交
通
機
関
や
高
齢

者
の
居
住
施
設
と
連
携
さ
せ
て
い
く
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
箱
も
の
を
再
配
置
す
る
だ
け
で
は
、

利
用
者
サ
イ
ド
に
立
っ
た
医
療
、
福
祉
関
連
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
医
療
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
者
で
あ
る
病
院
や
介
護
施
設

の
機
能
の
連
携
や
再
編
も
同
時
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
政
府
は
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
で
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
打

ち
出
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
機
能
を
ま
ち
の
中

に
ど
う
具
体
化
さ
せ
て
い
く
か
が
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
課
題
で
あ
る
。

「
都
市
の
再
生
に
つい
て
考
え
る 

〜
ま
ち
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
る
新
し
い
視
点
〜
」

ECONOMY NAVI   of    SUSUMU TAKAHASHI

　１９５３年生まれ。一橋大学経済学部
卒業後、76 年住友銀行に入行。ロンドン
駐在、経済調査部などを経て、90 年日本
総合研究所に着任。２０００年から04 年ま
で早稲田大学大学院アジア太平洋研究
科客員教授、03 年から近畿大学経済学
部・経営学部客員教授を務める。現在、
テ㆑ビのコメンテーターとしても活躍中。著
書『10 年後の日本を読む「先見力」の
つけ方』（徳間書店）のほか、日本経済新
聞、産経新聞などに多数執筆。

日本総合研究所　
理事長　
高橋  進 ／たかはし すすむ

高橋進の

2021 May  2012

私達サトーカメラは
個性と独創性を大切にし、

あらゆる多様性を認め受け入れ
1人でも多くのお客様にありがとうと

喜んでいただくこと。
写真に対する常識を変え

本当に良い写真、今までに無い
新しい価値を持つ写真を創造し
地域のありとあらゆる人々に

想い出を写真に撮る喜び
みんなで写真を見る幸せ
後世に写真を残す感動

を提供します。

経営理念

13回第
サトーカメラ
株式会社

「おしゃれ」「かわいい」
「かっこいい」がコンセプトの店舗

本社社屋

真
の
世
界
は
、
こ
の
10
年
ほ

ど
で
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
最
も
大
き
な
変
化
は
、
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
の
普
及
と
、
携
帯
電
話
の
カ

メ
ラ
機
能
の
充
実
で
し
ょ
う
。
写
真

を
よ
り
身
近
な
も
の
に
し
た
こ
の
変

化
は
、
カ
メ
ラ
販
売
を
手
が
け
て
来

た
サ
ト
ー
カ
メ
ラ
に
と
っ
て
も
、
重
大

な
も
の
だ
っ
た
と
、
佐
藤
社
長
は
言

い
ま
す
。

　
「
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
時
代
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
は
、
カ
メ
ラ
や
フ
ィ
ル
ム
を
販

売
し
て
、
写
真
現
像
を
手
が
け
る
と

い
う
サ
イ
ク
ル
で
し
た
。
そ
れ
が
デ

ジ
タ
ル
時
代
と
な
っ
て
、
大
き
く
変

わ
って
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
経
営
理
念
を
定
め
た
の
は
約

10
年
前
、
ち
ょ
う
ど
変
化
が
起
り
始

め
た
時
期
で
す
。
今
ま
で
の
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
は
、
将
来
崩
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
時
ど
の
よ
う
な
経
営
を
行
な
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
か
、
専
務
と
何

度
も
話
し
合
い
な
が
ら
、
新
し
い
道

を
模
索
し
ま
し
た
」

　

佐
藤
社
長
は
「
人
は
な
ぜ
カ
メ
ラ

を
買
う
の
か
、
写
真
を
撮
る
の
か
」

と
考
え
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
答
え

は
「
想
い
出
を
残
し
た
い
か
ら
」
で

し
た
。
で
は
、
お
客
さ
ま
の
そ
の
思

い
に
、
写
真
の
プ
ロ
と
し
て
ど
う
応

え
て
行
っ
た
ら
い
い
の
か—

そ
れ

が
経
営
理
念
の
「
想
い
出
を
写
真
に

撮
る
喜
び
、
み
ん
な
で
写
真
を
見
る

幸
せ
、
後
世
に
写
真
を
残
す
感
動

を
提
供
す
る
」と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
「
い
わ
ゆ
る
量
販
店
的
な
『
売
っ
て

な
ん
ぼ
』
の
商
売
で
は
い
け
な
い
、
写

真
の
新
し
い
楽
し
さ
を
伝
え

た
い
。
そ
れ
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、
ど
ん
な
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
な
っ
た
ら
い
い
か
と

考
え
、
少
し
ず
つ
シ
フ
ト
し

て
行
き
ま
し
た
」

　

カ
メ
ラ
や
パ
ソ
コ
ン
内
に
保

存
し
て
あ
る
写
真
を
プ
リ
ン
ト
す
る

事
で
、
み
ん
な
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
＝
思
い
出
の
共
有
が
で
き
る
楽

し
さ
や
、
一
歩
進
ん
だ
写
真
撮
影
の

仕
方
な
ど
、
フ
ィ
ル
ム
時
代
か
ら
写

真
文
化
に
親
し
ん
で
来
た
同
社
だ
か

ら
こ
そ
で
き
る
提
案
を
行
な
い
、
よ

り
多
く
の
人
に
写
真
の
す
ば
ら
し
さ

に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
れ
が

同
社
の
サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ン
ス
で
す
。

　
「
写
真
の
お
も
し
ろ
さ
を
知
っ
て
い

た
だ
く
入
口
の
役
割
や
、
さ
ら
に
深

く
知
る
た
め
の
道
案
内
役
で
す
ね
」

　

そ
の
た
め
に
は
、
社
員
の
勉
強
会

も
徹
底
し
て
行
な
い
ま
す
。

　
「
私
と
専
務
で
、
週
３
日
は
店
舗

を
回
り
、
２
時
間
ず
つ
勉
強
会
を
し

て
い
ま
す
。
日
曜
日
は
本
部
で
、
社

員
の
ラ
ン
ク
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
勉

強
を
し
て
も
ら
い
、
月
曜
日
に
は
店

長
な
ど
幹
部
ス
タ
ッ
フ
対
象
の
勉
強

会
を
行
な
って
い
ま
す
」

　

そ
れ
だ
け
の
勉
強
を
行
な
っ
て
い
る

か
ら
こ
そ
、
お
客
さ
ま
に
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
。

　
「
今
後
も
、
写
真
の
楽
し
さ
を
伝
え

る
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

と
同
時
に
、
機
会
が
あ
れ
ば
海
外
へ

行
って
み
た
い
と
も
、
思
って
い
ま
す
」

　

地
域
の
写
真
文
化
の
担
い
手
と
し

て
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

サトーカメラ株式会社
代表取締役社長　佐藤千秋氏

「

写
真
の
プ
ロ
と
し
て
、 

楽
し
さ
・

 

す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
く
ビ
ジ
ネ
ス
を
」

　
町
の
写
真
屋
さ
ん
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
、
現
在
で
は
栃
木
県
内
に
16

店
舗
を
構
え
る
、
サ
ト
ー
カ
メ
ラ
㈱
。
地
域
に
親
し
ま
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
同
社

の
佐
藤
千
秋
社
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Information

サトーカメラ株式会社 
代表取締役社長  佐藤  千秋
創業／昭和39年 （設立／昭和50年）
住所／
本社： 宇都宮市陽東3-27-15
☎ 028- 613- 6681
5028- 613- 6685

http://www.satocame.com



栃
木
県
銀
行
協
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

宇
都
宮
市
か
ら
の
お
知
ら
せ

宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

栃
木
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
金
融
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
」を

開
催
し
ま
す

「
宇
都
宮
カ
ク
テ
ル
カ
ー
ニ
バ
ル
2
0
1
2
」開
催

平
成
24
年
度「
あ
し
た
の
ま
ち・く
ら
し
づ
く
り
活
動
賞
」の
募
集

　

栃
木
県
銀
行
協
会
で
は
、
金
融
の
機

能
や
役
割
、
金
融
商
品
の
仕
組
み
や
特

徴
を
理
解
し
、
上
手
に
銀
行
を
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
に
、
金
融
に
関
す
る
情

報
を
シ
リ
ー
ズ
で
解
説
す
る「
金
融
ミ

ニ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
す
。

　

第
１
回
は
、
悪
質
・
巧
妙
化
す
る「
振

り
込
め
詐
欺
」を
テ
ー
マ
に「
振
り
込
め

詐
欺
か
ら
財
産
を
守
る
」と
題
し
て
、

そ
の
被
害
の
現
状
や
、
被
害
を
未
然
に

防
ぐ
た
め
の
対
策
な
ど
を
解
説
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

 

６
月
13
日（
水
）　

午
後
２
時
〜
３
時
15
分

【
場
所
】 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
大
会
議
室

（
栃
木
県
産
業
会
館
２
階
）

※
駐
車
場
が
手
狭
な
た
め
、
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
定
員
】 
50
人

※
先
着
順
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
参
加
費
】  

無
料

復
興
支
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
活
動

期
間
は
問
い
ま
せ
ん
。

②
活
動
範
囲

市
町
村
地
域
程
度
ま
で
。 

【
表
彰
・
賞
状
等
の
贈
呈（
予
定
）】 

◎
内
閣
総
理
大
臣
賞 

１
件

　
（
賞
状
、
副
賞
20
万
円
）

◎
内
閣
官
房
長
官
賞 

１
件

　
（
賞
状
、
副
賞
10
万
円
）

◎
総
務
大
臣
賞 

１
件

　
（
賞
状
、
副
賞
10
万
円
）

◎
主
催
者
賞 

５
件
程
度

 　
（
賞
状
、
副
賞　

５
万
円
）

◎
振
興
奨
励
賞 

20
件
程
度 

（
賞
状
）

【
応
募
締
切
】 

６
月
30
日（
土
）必
着 

【
申
込
先
】 

公
益
財
団
法
人

あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会

〒
１
６
０-

０
０
１
３ 

東
京
都
新
宿

区
霞
ヶ
丘
町
７-

１ 

日
本
青
年
館

☎
０
３-

５
７
７
２-

７
２
０
１

※
申
込
用
紙
は
、
栃
木
県
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

to
ch

ig
i-co

m
m

u
n

ity.jim
d

o
.

com

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問合せ

一
般
社
団
法
人 

栃
木
県
銀
行
協
会

☎
6
3
7-

3
7
6
6

問合せ

栃
木
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
会

（
栃
木
県
県
民
文
化
課
内
）

☎
６
２
３-

２
１
１
０

問合せ

宇
都
宮
市
産
業
政
策
課

☎
６
3
2-

2
4
2
7

　
「
あ
し
た
の
ま
ち
・
く
ら
し
づ
く
り

活
動
賞
」は
、
各
都
道
府
県
新
生
活

運
動
な
ど
協
議
会
、
読
売
新
聞
本
社
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
共
催
し
て
実
施
し
て
お
り
、

地
域
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
自
ら
の
手
で
解
決
し
て
、
住
み
良

い
地
域
社
会
の
創
造
を
め
ざ
し
、
独

自
の
発
想
に
よ
り
全
国
各
地
で
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
活
動
団
体
・

企
業
等
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

入
賞
し
た
団
体
の
活
動
の
様
子
は
、

読
売
新
聞
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
紹
介
さ
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
、
み
な
さ
ま
の
活
動
の

経
験
や
知
恵
な
ど
を
レ
ポ
ー
ト
と
し

て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

宇
都
宮
市
役
所
の
自
主
研
究
グ
ル
ー

プ「
Ｍ
ｉ
ｙ
ａ
Ｂ
ｉ
ｚ
」で
は
、
地
域
資

源
を
生
か
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

検
討
し
、
実
現
を
図
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
び
、
昨
年
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
期
間
中
、

市
役
所
職
員
に
好
評
を
得
た
宮
染
め

シ
ャ
ツ
を
、
東
武
宇
都
宮
百
貨
店
で
企

画
・
販
売
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

宮
染
め
は
、
江
戸
時
代
中
期
か
ら
続

く
本
市
の
伝
統
工
芸
で
あ
り
、
江
戸
時

代
、
真
岡
地
方
で
盛
ん
に
生
産
さ
れ
た

木
綿
地
を
染
め
る
た
め
に
、
田
川
沿
い

に
染
色
職
人
が
移
り
住
む
よ
う
に
な
っ

た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
バ
ー
テ
ン

ダ
ー
た
ち
が
、
5
0
0
円
と
い
う
ス
ペ

シ
ャ
ル
プ
ラ
イ
ス
で
カ
ク
テ
ル
を
提
供

し
、
来
場
者
に
カ
ク
テ
ル
に
慣
れ
親
し

ん
で
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

【
内
容
】 

宇
都
宮
カ
ク
テ
ル
倶
楽
部
加

盟
店
約
30
店
舗
が
出
店
。
ノ
ン
ア
ル

コ
ー
ル
を
含
む
51
種
の
カ
ク
テ
ル
、
軽

食
を
全
て
5
0
0
円
で
販
売
し
ま
す
。

「
う
つ
の
み
や
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
」「
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
」等
を
実
施
。

フ
ー
ド
ブ
ー
ス
も
過
去
最
多
の
７
店
舗

が
出
店
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
に
は
栃
木
県
内
か
ら

２
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た（
主
催
者

賞「
棚
田
の
郷
か
ぶ
と
」（
茂
木
町
）、

振
興
奨
励
賞「
那
須
塩
原
市
生
活
学

校
」（
那
須
塩
原
市
））。

【
募
集
の
対
象
】

①
対
象
団
体
・
活
動
期
間

地
域
住
民
が
自
主
的
に
結
成
し
運
営

し
て
い
る
地
域
活
動
団
体
、
ま
た
は
、

地
域
活
動
団
体
と
積
極
的
に
連
携
し

て
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
企
業
、

商
店
街
、
学
校
等
。
く
ら
し
づ
く
り
・

ひ
と
づ
く
り
活
動
に
２
年
以
上
取
り

組
み
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
活
動

し
て
い
る
団
体
。
震
災
復
興
お
よ
び

こ
の
宮
染
め
を
用
い
た
シ
ャ
ツ
は
、
通

気
性
が
良
く
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
最
適
で
す
。

色
は
４
色
で
、
価
格
は
８
８
２
０
円
〜

９
８
７
０
円（
税
込
）で
す
。
こ
の
機
会

に
ど
う
ぞ
お
求
め
く
だ
さ
い
。

【
申
込
】東
武
宇
都
宮
百
貨
店
５
階

和
食
器
売
場

☎
６
５
１-

５
５
１
７

【
申
込
締
切
】５
月
20
日（
日
）

【
日
時
】 

５
月
20
日(

日) 

正
午
〜
午
後
６
時

【
場
所
】オ
リ
オ
ン
ス
ク
エ
ア

【
そ
の
他
】一
枚
5
0
0
円
の
チ
ケ
ッ
ト

制
で
す
。
宇
都
宮
カ
ク
テ
ル
倶
楽
部
加

盟
店
、
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
で
は
、
2
千
5
百
円
相
当
の
前
売

チ
ケ
ッ
ト
を
2
千
円
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
も
一
枚
5
百
円
で

チ
ケ
ッ
ト
販
売
し
ま
す
。

道行く人々を楽しませるフラッグ

問
屋
町
び
っ
く
り
市
実
行
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
屋
町
び
っ
く
り
市
の
開
催
お
よ
び
出
店
者
募
集

問合せ

問
屋
町
び
っ
く
り
市
実
行
委
員
会

（
宇
都
宮
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク

(協)
内
）

☎
6
5
6-

7
4
4
7

　

問
屋
町
び
っ
く
り
市
は
、
平
成
13

年
３
月
に
問
屋
町
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
問
屋
街
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
約
３
０
０
ｍ
を
歩
行
者
天
国
に
し
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
た
の

が
始
ま
り
で
す
。　

バ
ン
ド
演
奏
等
の

イ
ベ
ン
ト
も
行
い
な

が
ら
、
毎
月
第
４
日

曜
日
午
前
９
時
か
ら

午
後
３
時（
雨
天
中

止
）に
開
催
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足

を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
出
店
者
も
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。

【
開
催
日
時（
３
カ
月
分
）】

５
月
27
日（
日
）、
６
月
24
日（
日
）、

７
月
22
日（
日
） 

午
前
９
時
〜
午
後
３

時（
雨
天
の
場
合
中
止
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

【
出
店
者
募
集
】

・
車
出
店 

５
ｍ
×
６
ｍ 

３
０
０
０
円

・
手
持
出
店 

２
ｍ
×
２
ｍ 

８
０
０
円

５
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）は「
春
の
よ
ー
元
気
ま
つ
り
２
０
１
２
」

「
ミ
ヤ
・
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
グ
２
０
１
２
」

問合せ

宇
都
宮
中
心
商
店
街
活
性
化
委
員
会

（
宇
都
宮
市
馬
場
通
り
４-

１-

１

 
み
や
ス
ク
１
階
）

☎
6
1
6-

3
7
4
4

（
平
日
10
時
〜
16
時
／
土
日
祝
祭
日
定
休
）

　

恒
例
の「
春
の
よ
ー
元
気
ま
つ
り
」

「
ミ
ヤ
・
ス
ト
リ
ー
ト
ギ
グ
２
０
１
２
」

を
開
催
し
ま
す
。
宇
都
宮
の
春
の
風
物

詩
に
、
家
族
み
ん
な
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

【
日
時
】５
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
５
時（
小
雨
決
行
）

【
場
所
】バ
ン
バ
ひ
ろ
ば（
宇
都
宮
二
荒

山
神
社
前
）

【
内
容
】①
音
楽
ラ
イ
ブ 

②
ス
ト
リ
ー

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

③
宇
都
宮
市
場
神

興
渡
御
④
飲
食
の
販
売 

⑤
Ｐ
Ｒ
ブ
ー

ス 

⑥
テ
ン
ト
販
売
な
ど

Ｎ
Ｐ
О
法
人
宇
都
宮
中
心
商
店
街
活
性
化
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

問合せ
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

☎
6
3
2-

2
4
4
5

今
夏
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
に
宮
染
め
シ
ャ
ツ
は
い
か
が
で
す
か
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　今月号の特集は「とちぎ『食』の回廊」につ
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　栃木県内にはさまざまな魅力がたくさん
ありますが、今回は「食」をテーマに各地域の
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土愛を育んでみてはいかがでしょうか。
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宇
都
宮
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ「
宮
カ
フ
ェ
」

宮
カ
フ
ェ
事
務
所

☎
6
3
5-

0
0
2
1

問合せ

営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

午
前
10
時
〜
午
後
7
時

☎
6
6
6-

8
9
3
8

午
前
11
時
〜
午
後
10
時

☎
6
6
6-

8
7
8
5

●
2
階
プ
チ
プ
レ
リ

●
1
階
＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ

5月
May

◎
5
月
17
日（
木
）

 　
「
平
日
の
贈
り
物
」協
賛
事
業

　
当
日
入
場
者
へ
ラ
ン
チ
等
の
割
引

　

 

（
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
事
業
）    

◎
5
月
19
日（
土
）

 　

宮
コ
ン
協
賛
事
業

　
宮
コ
ン
参
加
者
に
ド
リ
ン
ク
割
引

　

 

（
１
階
＠
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
協
力
）

 　
「
歌
お
う
愉
快
だ
！
歌
声
カ
フ
ェ
」

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー

ス
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内（
２
階

プ
チ
プ
レ
リ
協
力
）

　

こ
の
ほ
か
に
も
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ

ン
ト
・
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
平
成
24
年
5
月
1
日
現
在
）

◎
5
月
23
日（
水
）

 　

ミ
ヤ
・
ラ
ジ

　「
宮
カ
フ
ェ
か
ら
生
放
送
」

●
１
階
情
報
提
供
コ
ー
ナ
ー
で
、

毎
月
第
4
水
曜
日
に
生
中
継

◎
5
月
25
日（
金
）

 　

愉
快
の
日
協
賛
事
業

　
消
費
者
還
元
セ
ー
ル

　

 

（
１
・
２
階
店
舗
協
力
）    

　

宮
カ
フ
ェ
店
頭
で
、
う
つ
の

み
や
シ
テ
ィ
ガ
イ
ド
協
会
に
よ

る
案
内
所
を
、
毎
週
日
曜
日
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
5
月
13
日
、

20
日
、
27
日
、
6
月
3
日
、
10
日
、

17
日
、
24
日

ま
ち
な
か
案
内
所

◎
5
月
24
日（
木
）〜
6
月
4
日（
月
）

 　
「
さ
つ
き
＆
花
フ
ェ
ア
」 

　

 

（
宇
都
宮
市
と
の
連
携
事
業
）    

●
１
階
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー
で
、

さ
つ
き
展
示

参
加
申
込
み
受
付
中
！

◎
5
月
25
日（
金
）

 　
「
愉
快
ラ
イ
ブ
」

　
Ｄ
Ｊ 

ジ
ャ
ズ
ア
ワ
ー
ド

　

 

（
２
階
プ
チ
プ
レ
リ
協
力
）    

●
２
階
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー

ス
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
内




